
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

社会課題とは 

日々生活で生じているものの、いまだに解決に

至っていない問題全般を指します。大きな問題で

言えば、環境問題、少子高齢化、経済格差、人権、

食糧危機やエネルギー供給などが挙げられSDGｓ

にも関連します。社会課題が大きすぎて、一見する

と日常と結びついていないように感じるかもしれ

ません。しかし、知人が困っていること、自分が不

便に感じていること、それ自体も小さな社会課題

と言えます。私たちが気付かないところで、大小さ

まざまな問題がすぐ傍で生じています。 

市民活動(NPO)への気づき 

様々な社会課題において、地域生活環境改善に

向けて市民が、自発的・自主的に取り組む市民活

動。その存在は、愛着と誇りをもって暮らせるまち

の実現にも大きな力になります。しかし、その活動

に対してボランティアや寄付などの協力もしない

となれば、身近に助けてくれる人が消えていくこ

とになり、住み良い暮らしの実現は厳しくなるで

しょう。あなたの住む地域にも、困っている人や、

その解決に自ら行動を始めている人がきっといま

す。  

そして可能な範囲で参加・協力することで、市民

活動は継続され課題は解決に向かいます。名取市

の市民活動を活性化させるのも、衰退させるのも、

一人一人の気づきに掛かっています。このフォー

ラムをきっかけに、是非、市民活動を知って興味を

持って行動に移して欲しいと思っています。 

 

 市民活動の認知度 

名取市市民活動支援センター指定管理者の

NPO 法人パートナーシップなとりでは、これまで

も、なとり春まつり等に参加して、市民活動に関す

るアンケートを実施してきました。その結果、市民

活動の認知度は、まだ低いことが分かりました。そ

こで、2 年に一度イオンモール名取を会場として

開催するフォーラムでは、NPO に触れ共感しても

らう事を目的に展示やワークショップを行うこと

にしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第９回 名取市市民活動フォーラム 
 

  

  

開催日時 令和 5 年 10月 3 日（火） 

      11：00～17：00 

開催場所 イオンモール名取 1階 けやきコート 

 

  

  

  

  

  

  

〖フォーラムポスター〗 

～好きな名取と生きていく～ 



 

 

が路面を削り粉塵を増加させていました。その粉

塵のひどさは尋常ではなく、「仙台砂漠」と揶揄さ

れる程だったようです。 

市民による新聞への『なぜ仙台の街はほこりっ

ぽいのか』という投書をきっかけに、行政、仙台市

民がその状況をなんとかしようと立ち上がり、「脱

スパイクタイヤ運動」が繰り広げられた結果、国の

法律を変えるに至りました。 

仙台市ではこの「脱スパイクタイヤ運動」や、清

流広瀬川を蘇らせた 1960 年代からの「河川浄化

運動」など、日本ではまだＮＰＯという言葉が浸透

していない頃から、市民と行政の連携による取り

組みが盛んに行われてきました。 

 

 

ＮＰＯは社会の様々な課題を発見し、課題解決

の新たな手法の提案や仕組みづくりなど、その解

決に向けて活動する民間の非営利組織です。また

企業や行政では解決しにくい社会課題に取り組む

など、重要な役割を果たしています。市民活動家は

“困っている人をほっておけない”、“こうすれば

もっと暮らしやすいまちになる”という思いで自

発的に動き始めてきました。また「脱スパイクタイ

ヤ運動」のように、一人の“なぜ？”が多くの人の

共感を呼び、大きな波となった時に組織として動

き出すこともあります。 

ちょっと気にかけてみると市民活動の情報は簡

単に手に入ります。ぜひ関心を持っていただき、

「NPO って何？」の段階へ、そして次のステージ

へと一歩ずつ足を踏み出してみませんか？ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市民活動って意外と身近にあるんです 

NPO の歴史～アメリカと日本～ 

ＮＰＯって耳にはするけどそれって何？  

  
  

ＮＰＯという言葉はアメリカで生まれていて、

歴史は 1940 年代に遡るようです。アメリカの

政府の存在は小さく、住民は政府に頼らずコミュ

ニティの問題は 

コミュニティで 

解決する意識が 

強かったため、 

ＮＰＯが発達し 

たようです。今でも多くの教育団体や福祉団体の

役割が大きく、政府はＮＰＯに助成を行うことに

よって、福祉や人権などの充実を図っています。 

日本では 1993 年に、市民活動団体の情報を

ネットワーク化して広げることを目的として、企

業・生協・シンクタンク関係者によって構成され

た「ＮＰＯ推進フォーラム」（日本で最初のＮＰ

Ｏ支援組織）が発足しました。その後 1995 年

の阪神・淡路大震災により、多くの市民が災害ボ

ランティアに参加したことで、ボランティア元年

と呼ばれるようになり、1998年にＮＰＯ法が制

定されると、ＮＰＯ元年と呼ばれるようになりま

した。 

 

  
  

「脱スパイクタイヤ運動」という言葉をご存知

でしょうか。1959年にフィンランドで誕生した

スパイクタイヤは、日本でも広く使用されていま

した。スパイクタイヤとは、冬に道路が凍結した

際に使用するタイヤの一種で、タイヤに金属製の

留め具が打ち込まれて 

おり、雪や凍った 

道路でも安定した 

走行ができました。 

しかし、凍っていな 

い道路ではその金属 

と思っている方へ 

  
  

自分の街は自分で変える～仙台市の場合～

ら 

“ なぜ ”から始めよう 



オレオレ詐欺、架空請求詐欺などの特殊詐欺被

害抑止に向けた防犯キャンペーンでは、年金支給

日に七十七銀行名取西支店の利用者や通行人に対

して、特殊詐欺被害の現状や対策についてチラシ

と防犯グッズを配布し呼びかけを行っています。

「自分は大丈夫だ！騙されない！」と言って話を

聞いてくれない人ほど被害に遭いやすい傾向があ

ると注意喚起しています。 

もしも、振込みを要求する電話がかかってきた

時には「慌てず、急がず、まず相談！」と分かって

いても、実際その場に直面すると「子どもや孫の声

にそっくり、住所も電話も合っている、何とかして

あげなくては」と慌ててしまい判断を誤ってしま

うこともあるので厳重な注意が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不審な電話がきた時は、必ず電話を切り、家族、

警察に相談することを決め事として共通認識を持

つことが特殊詐欺被害防止に役立つこととして推

奨しています。「増田西地区全体で防犯に関する意

識を高め、複数の目で見守ることが犯罪防止に繋

がります」と真剣な表情で相原代表は話します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合先：増田西防犯協会 代表 相原 嘉昭    

            022-384-3430 

住みよい増田西地区の為に 

 

 

 

 平成 7 年、増田西地区の防犯並びに青少年の指

導を相互共助の精神をもって安全で安らぎのある

地域社会づくりに寄与することを目的に、増田西

防犯協会は設立されました。 

 

 

 

子どもが被害者となる犯罪が後を絶たない今

日、増田西防犯協会では増田西小学校児童登下校

時の安全確保の為、防犯に効果的な青色回転灯装

備車両（パトロールカー）で、増田西地区を隅々ま

で巡回しています。  

子どもは身の危険を感じると恐怖で大声を出せ

ないことがあります。いざという時に備え、防犯ブ

ザーの使い方を練習し、人通りの少ない場所や危

険な場所を子どもと一緒に歩いて確認するなど、

近づかないようにと伝えることが大切です。 

協会では、地域住民が犯罪に巻き込まれない為

に緑色の目立つベストと帽子、腕章を着用して防

犯パトロールを行っています。その姿もここ十数

年ですっかり地域に馴染んできています。 

増田西小学校の児童が、お辞儀や敬礼、手を振っ

て応えてくれ、パトロールカーに興味を持ち「見せ

て～♪」と声を掛けてくれるなど、設立当初は見る

ことができなかった微笑ましい光景に頬が緩み

「とても嬉しい」と代表の相原義昭さんは目を細

めます。 

  

   

 

特殊詐欺被害にあわない為に 

 

 

増田西防犯協会 

なとセン登録団体活動紹介 

  
  

  
  

  
  

犯罪者を遠ざける防犯パトロール 

 

 

 

〖特殊詐欺被害防止チラシ・グッズ〗 

〖防犯パトロールグッズ〗 
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【問合せ】 名取市市民活動支援センター 

☎022-382-0829 
 

 

● 開催日 9 月 28 日（木）・10 月 26 日（木）  

● 時 間 13：30～、14：45～、16：00～ 

● 会 場 名取市市民活動支援センター 

● 定 員 先着３団体（要予約） 

● 相談料 無 料 

会員募集中！ 

 皆が安心して暮らせる環境を次世代に継承して 

いくことを願って活動しています。 

環境過敏症（不耐症）や地域の自然保護に始まり、 

様々な環境問題を学び、自分達で出来る事を考え 

ています。 

環境と大切な人の健康について関心のある方、 

募集中です。 

お気軽にお問合せください。 

● 問合せ ☎080-1678-7314（板橋） 

● E-mail：siroufutaisyou4.7@gmail.com 

 イオンモール名取で 10 月 3 日（火）に開催する 

フォーラムで、市民活動を体験するワークショップ 

を担当して頂く団体（1団体）を募集します。 

希望団体は 9 月 8日（金）までに、名取市市民活動 

支援センターにお申し出ください。 

なお、実施内容、費用については、応募締め切り 

後にご相談させてください。 

●  開催日 10月 3 日（火）11：00～17：00 

●  会 場 イオンモール名取 1階けやきコート 

●  問合せ 名取市市民活動支援センター 

☎022-382-0829 

   

名取市で市民活動をしたい、既に活動して 

いる方を対象に、助成金専門相談会を実施 

します。日程変更については、応相談。 

 

 

ワークショップ実施団体の募集について 

令和５年度 市民活動講座 

  「救命講習会」～いざという時、救命処置できますか？～ 

● 開催日 10 月 16 日（月）  
● 時 間 14：00～15：30 

● 対 象 名取市内で活動する市民活動団体、 

      町内会、市民活動に興味のある方 

● 会 場 名取市市民活動支援センター 

● 定 員 20 名（要予約） 

  ※申込みが 15 名以下の時は開催出来ない場合があります。 

 

 

● 講 師 名取市消防署 

● 参加費 無 料 

● 問合せ 名取市市民活動支援センター 

      ☎022-382-0829 

 

日常や活動中に起こる突然のアクシデントに対応

できるように、救命に役立つ知識や心肺蘇生、AED

の使用方法を学びます。 

なとセン information 

教えて！市民活動 助成金専門相談会 相談者募集中 

名取の環境を守る会 第 9 回市民活動フォーラム 

mailto:siroufutaisyou4.7@gmail.com

